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建
物
に
六
百
万
円
ま
で
）
の
必
要
経
費

を
計
上
し
た
が
、
多
く
の
住
民
側
の
理

解
、
納
得
を
， 「る
の
は
簡
単
で
は
な
い

と
み
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
鏡
ケ
池
地
区
に
接
続
す
る

名
東
区

。
藤
巻

（同
高
速
道
路
と
し
て

は
最
後
の
六
十
三
年
完
成
予
定
）
は
、

Ю
塚
蔵
中ｍ
笑

るなど， Ｗも話発な動きを示して

い
る
。
　
一

い
ず
社
け
し
て
も
、
今
回
り
工
事
認

可
で
、
反
対
運
動
の
主
な
舞
台
が
２
号

線
か
ら
■
号
線
に
移
る
の
は
確
実
で
、

封

″
仄

い
講

高
籠

な
お
、
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
の
新

年
度
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比
五
〇
％

増
の
一
一〓早

ば
辱

、

准

孝

″
励

ｇ

多

霧
・一
一
一
』
『
』
』
幸
拳
幸
「
け
「
一
一
一
』

‐の‐地蔵
蒔
「
一
秦
一
拳
一
一
一
権
一
静
咋
¨
「
』
「
【
〓
』
攀
準
棘
拳
刹
¨
』
奉
い
わ
」
¨
』
『
っ
一
幸
瀑
降
一
】

一
一
＾
綱
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
乗
り
出
す
。
高
速
道
路
の
公
書
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
の
が
目
的
だ
一
こ
の
パ
ン
フ
配
布
計
画
は
、
昨
年
末
開
か
れ
た
針

一の
部
長
会
で
決
ま
つ
た
．
パ
ン
フ
は
本
山
市
長
や
市
議
会
へ
も
送
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
運
動
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
と
り
上
が
り
を
、
と
会
一
は

い
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
一
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に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
会
で
は
、
地
域
住
民
か
ら
だ
け
で
な
く
中
区
な
ど
ほ
か
の
区
か
ら
も
反
響
が
あ
つ
た
こ
と
か
ら
ヽ
市
当
局
や
他
地
域
の
公
害
運
動
関

係
者
そ
沼
ｔ
一澤
慣
会
を
欄
く
は
い
、
地
区
の
役
員
と
の
懇
談
会
な
ど
も
積
極
貯
に
進
め
ヽ
さ
ら
に
多
く
の
人
に
Ｆ
び
か
け
で
い
く
こ
と
を
こ
の
ほ
ど
た
が
な
。

が
ト
ン
ネ
ル
区
間
と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
排
ガ
ス
を
抜

く
排
気
塔
が
同
町
の
住
宅
地
そ
ば
に
建

て
ら
れ
る
計
画
な
の
で
、
大
気
に
逆
転

層
が
で
き
た
場
合
、
政
出
さ
れ
た
排
ガ

ス
が
上
空
に
滞
留
す
る
の
で
は
、
と
い

う
不
安
が
住
民
に
高
ま
っ
た
。後#″紳|″繊及〃劉夕れ

め乃ψイにつタイ姥す。
そ
こ
で
、
会
で
は

一
昨
年
十
月
か
ら

昨
年
十
月
に
か
け
、
風
船
を
使

っ
た
自

主
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
三

十
八
口
に
わ
た
る
調
査
で
風
船
の
滞
留

が

認
め
ら
れ
た
の
は

十
九
回
に

の
ば

り
、
住
民
に
シ

一
ッ
ク
を
与
え
た
。

今
度
の
パ
ン
フ
配
布
は
、
こ
の
自
主

調
査
な
ど
が
も
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

嗅
体
的
に
決
ま
っ
た
の
は
会
の
調
査
部

長
、
研
究
部
長
ら
が
集
ま
っ
て
昨
年
末

開
か
れ
た
部
長
会
。

バ
ン
フ
は
１
号
線
完
成
後
を
描
い
た

カ
ラ
ー
の
想
像
図
な
ど
三
種
。「
あ
な
た

は
ご
存
じ
で
す
か
？
　
き
れ
い
な
空
気

に
恵
ま
れ
た
東
山
公
園
に
恐
ろ
し
い
公

害
が
や
つ
て
来
ま
す
」

「
深
夜
に
ひ
び

ぐ
た
聖
事
の―‥
ご
う
音
」

「
み
な
さ
ん
、

考
え
見
つ
め
て
、
市
の
計
画
を
変
更
さ

せ
ま
し
ょ
う
」
―
―
パ
ン
フ
に
は
こ
ん

な
文
字
が

並
ぶ
一
三
十
万
綱

ほ
ど

か

け
、
五
千
部
作

っ
た
。

・こ
の
う
ち
四
千
部
を
藤
巻
町
を
取
り

巻
ぐ

西
山
学
区

全
域
に
、
千
部
を

市

長
、
市
議
ら
に
配
る
。
藤
巻
町
の
ほ
か

名
東
区
神
丘
町
、
代
万
町
、
植
園
町
な
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訴
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